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―表紙写真―

メイン（モノクロ）
反政府ゲリラ「神の抵抗軍」に襲われたウガンダ北部のスーダ
ン難民キャンプから、恐怖に駆られ逃れる難民たち。UNHCR
は約2万4000人の難民を安全な場所に移し、緊急援助を
行った。2002年8月 UNHCR/S. Mann

左上 シエラレオネ、ギニアと国境を接するロファ州の道路。リベ
リアの15州の中でも14年間の内戦のためにもっとも荒廃
した地域で、ここから国境をこえて逃れた難民は多い。現
在、シエラレオネ、ギニアから難民が、他州から国内避難民
が故郷をめざして帰還してきている。 UNHCR/S. Sato

左下 カレン難民が暮らすメラウ・キャンプでシャンティ国際ボランティ
ア会（SVA）が運営する図書館。 UNHCR/S. Mezawa
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Message from 
the Editor
アフリカでは、長年に亘る難民生活に終止符を打

ち祖国に帰還する難民が増えている。ピーク時には

約63万人のソマリア難民が暮していたエチオピアで

は、難民のソマリア西部への帰国が進み、1万人を

残すのみとなった。今号で報告されている西アフリ

カのリベリアでも、難民や国内避難民が故郷に戻り

つつある。

このような明るい動きの一方で、新たな難民の流

出も起きている。西アフリカのトーゴからは、激戦と

なった4月の大統領選挙後、ベナンとガーナに約4万

人が難民となって逃れ、UNHCRの援助資金も限界

に近づいている。中央アジアのウズベキスタンでは、

5月に発生した騒乱により、人々がキルギスタンに庇

護を求めた。UNHCRでは第三国への定住も含め、

各国政府の協力の下、ウズベク難民の保護にあたっ

ている。新たな難民問題が発生している地域と長期

に亘る難民問題を抱えている地域への継続的な支

援と解決に向けた努力が、これまで以上に必要と

なっている。

（UNHCR駐日事務所　広報官　箱　）

▲

掲載記事の転載をご希望の方は、事前に下記の
UNHCR広報室にご相談下さい。なお、転載の際
には、記事の全文掲載をお願いします。


